
専用ペンでなぞって
けずるだけで、初心
者でも簡単に作品を
描くことができます。 

スクラッチアート浮世絵の世界
3名様

今回のプレゼント

植物 紫式部 鳥 真鶴

きざし朝霜
果物 柿

１
年
を
２４
等
分
し
た
二
十
四
節
気
（
立

春
、春
分
な
ど
）を
、そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の

「
候
」に
区
切
っ
た
節
目
を
七
十
二
候
と

い
い
ま
す
。移
ろ
う
季
節
を
愛
で
る
日
本

人
の
豊
か
な
感
性
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

候

四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
楽
し
む

霜
降

初
候

霜
始
降

し
も
は
じ
め
て
ふ
る

10
月
23
日
〜
10
月
27
日
頃

正岡子規が法隆寺で柿の句を詠んだことから、
10月26日は「柿の日」。栄養満点の柿は、実の色
から金運アップの果物としても親しまれています。

　

大
地
を
濡
ら
す
露
が
霜
と
な
っ
て
降
り
注
ぐ
頃
、
太
陽
に
照

ら
さ
れ
る
時
間
が
日
に
日
に
短
く
な
り
、
ど
こ
か
も
の
寂
し
さ
が

漂
う
季
節
。
よ
く
晴
れ
た
風
の
な
い
夜
に
霜
は
降
り
や
す
い
と

さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
霜
を
「
霜
凪
（
し
も
な
ぎ
）」
と
呼
び
ま
す
。

　

雪
の
結
晶
を
六
つ
の
花
と
い
う
の
に
対
し
、
霜
の
結
晶
は
「
三

つ
の
花
」。
う
る
う
る
と
輝
く
美
し
い
霜
の
花
で
す
が
、
朝
日
が

昇
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
は
か
な
さ
が
ま
た
心
に
染
み
入
り
ま
す
。

　

霜
降
る
静
寂
の
夜
と
は
裏
腹
に
、
野
山
の
楓
、
銀
杏
、
蔦
の
葉

が
鮮
や
か
に
色
づ
き
、
辺
り
は
燃
え
る
よ
う
に
赤
く
染
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
越
冬
の
た
め
に
真
鶴
が
飛
来
し
ま
す
。
大
き
な

灰
色
の
翼
を
広
げ
力
強
く
羽
ば
た
く
姿
も
風
物
詩
で
す
。

は
か
な
い
霜
の
花
と
燃
え
る
野
山

　
　
　
多
彩
な
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ

開 運 ポイント

ク
イ
ズ

も
も
と
せ

※前回の答え
　「命（みこと）」

三
種
の
神
器
の
一
つ「
草
薙

剣
」が
奉
祀
さ
れ
て
い
る
の

は
、名
古
屋
市
内
に
あ
る
何

と
い
う
神
宮
？

「お名前」「郵便番号」「住所」「電話番号」「生年月日」
「クイズの答え」「ご意見・ご感想」を必ず明記ください。

右のQRコードを読み込み、応募
フォームにアクセスしてください。

※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

〒110-0015  東京都台東区東上野1-1-4
株式会社神宮館　「ももとせクイズ」係
https://jingukan.co.jp/momotose-present/

応募方法

応募締切 2021年9月末日 

郵   

便
は
が
き

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

Q

　

今
年
の
８
月
に『
開
運
七
十

二
候
』に
続
く
、暮
ら
し
を
楽

し
む
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
と
し

て
、日
本
の
伝
統
行
事
の
書
籍

を
刊
行
し
ま
す
。昔
か
ら
日

本
で
は
自
然
の
恵
み
や
日
の々

生
活
に
感
謝
す
る
伝
統
行
事

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の

節
目
に
は
、子
供
の
成
長
や
長

寿
の
お
祝
い
を
し
、伝
統
行
事

に
は
田
植
え
や
収
穫
な
ど
の

農
作
業
の
目
安
に
も
な
り
ま

し
た
。伝
統
行
事
は
、人
々
の

生
活
を
助
け
、楽
し
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
、根
づ
い
て
い
ま
す
。 

　

本
書
で
は
鮮
や
か
な
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
日
本
の
伝
統

行
事
の
由
来
や
作
法
を
解
説

し
て
お
り
ま
す
。お
正
月
、ひ

な
ま
つ
り
、端
午
の
節
句
な

ど
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
行

事
か
ら
、祇
園
祭
や
朝
顔

市
、天
神
祭
な
ど
の
祭
事
を

わ
か
り
や
す
く
、月
ご
と
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。現
代
に

合
っ
た
手
軽
で
簡
単
に
取
り

入
れ
ら
れ
る
伝
統
行
事
の
や

り
方
も
提
案
し
て
い
ま
す
の

で
、日
の々
暮
ら
し
の
ア
ク
セ
ン

ト
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 定価 ： 1,650円

神 宮 館
S E L E C T

伝
統
行
事
を
取
り
入
れ
て
心
を
豊
か
に 

No.52

秋  

号

令
和
３
年
辛
丑特

集

　

日
本
を
代
表
す
る
花
と
し
て
皇
室

の
ご
紋
章
、国
会
議
員
の
バッ
ジ
、五
十

円
硬
貨
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
用

い
ら
れ
て
い
る
菊
文
様
。九
月
九
日
に

行
わ
れ
、邪
気
を
払
って
長
寿
を
願
う

行
事「
重
陽（
ち
ょ
う
よ
う
）の
節
句
」

は「
菊
の
節
句
」と
も
い
わ
れ
、菊
の
花

が
飾
ら
れ
、宴
の
酒
に
は
菊
の
花
び
ら

が
浮
か
べ
ら
れ
ま
し
た
。古
く
か
ら
馴

染
み
深
く
生
命
力
が
強
い
菊
は
、お
日

さ
ま
に
も
例
え
ら
れ
、長
寿
の
花
と
し

て
尊
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

菊
文
様

神
話
伝
承
シ
リ
ー
ズ
4

静
岡
・
焼
津

難
局
打
開
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
知
る

東
京
都
台
東
区
東
上
野
1－
1－
4
　
T
E
L
 0
3
-3
8
3
1
-1
6
3
8
  h
ttp
s://jin

gu
kan
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発
行
人
／
木
村
通
子

N
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発
行
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日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）

を
御
祭
神
と
す
る
焼
津
神
社
は
JR
焼
津
駅

か
ら
徒
歩
約
13
分
。
創
建
は
４
０
９
年
と
い

わ
れ
、
現
在
の
本
殿
は
１
６
０
３
年
に
徳
川

家
康
が
造
営
し
て
い
る
。
室
町
時
代
に
今
川

氏
が
駿
河
の
国
を
治
め
て
い
た
こ
ろ
、
こ
の

地
域
は
「
入
江
荘
（
い
り
え
の
し
ょ
う
）」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、地
元
で
は
「
入

江
大
明
神
」
と
崇
め
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
、

武
家
や
漁
業
関
係
者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

　

境
内
に
は
日
本
武
尊
と
神
武
天
皇
の
石

像
が
あ
り
、
日
本
武
尊
の
石
像
は
直
立
不

動
、
神
武
天
皇
の
石
像
は
八
咫
烏
の

伝
説
を
表
現
し
て
い
る
。

　

焼
津
神
社
の
社
務
所
は
昨
年
建

て
替
え
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
日
本
刀

な
ど
所
蔵
品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。 

　
続
い
て
訪
れ
た
の
が
静
岡
浅
間（
せ
ん
げ
ん
）

神
社
。
JR
静
岡
駅
か
ら
路
線
バ
ス
で
訪
れ
る

の
が
便
利
だ
。神
部（
か
ん
べ
）神
社
、浅
間（
あ

さ
ま
）神
社
、大
歳
御
祖（
お
お
と
し
み
お
や
）

神
社
の
三
社
を
総
称
し
て
「
お
せ
ん
げ
ん
さ

ま
」
と 

親
し
ま
れ
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
麓

山
（
は
や
ま
）
神
社
、
少
彦
名
（
す
く
な

ひ
こ
な
）神
社
、八
千
戈（
や
ち
ほ
こ
）神
社
、

玉
鉾
（
た
ま
ぼ
こ
）
神
社
が
あ
り
、
こ
の
七

社
全
て
を
お
詣
り
す
る
と
万
願
叶
う
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ほ
ど
良
い
広
さ
の
敷
地
内
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
麓
山
神

社
だ
け
が
高
台
に
あ
り
上
が
る
の
に
苦
労
す

る
。日
本
武
尊
を
配
祀
と
す
る
神
社
な
の
で
、

ぜ
ひ
お
詣
り
し
て
ほ
し
い
。 

　
帰
り
も
バス
で
静
岡
駅
ま
で
戻
れ
ば
よ
い
の

だ
が
、
参
道
に
あ
る
浅
間
通
り
商
店
街
を
歩

い
て
帰
る
の
も
お
勧
め
。
今
回
は
閉
ま
って
い

る
お
店
が
多
か
っ
た
が
、
昔
な
が
ら
の
た
た
ず

ま
い
に
風
情
を
感
じ
た
。 

　

最
後
に
訪
れ
た
の
が
、
JR
草
薙

駅
か
ら
徒
歩
約
20
分
の
草
薙
神
社
。

草
薙
剣
が
最
初
に
奉
納
さ
れ
た
神

社
で
、
周
辺
に
は
20
以
上
の
日
本
武

尊
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
草
薙

神
社
の
信
仰
が
広
ま
る
と
と
も
に
創

作
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
そ
う
だ
。

最
初
に
目
に
つ
い
た
の
が
、
日
本
武

尊
の
石
像
。
焼
津
神
社
で
見
た
石

像
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
、
焼
津
神
社
の
石

像
は
こ
の
石
像
を
模
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
草
薙
神
社
で
は
、
今
回
訪
れ

た
中
で
最
も
日
本
武
尊
に
ま
つ
わ
る
も
の
が

多
く
見
ら
れ
、
絵
馬
に
も
登
場
す
る
。

　
日
本
武
尊
の

逸
話
は
全
国

各
地
に
残
っ
て

い
る
が
、
静
岡

に
は
今
回
訪
れ

た
場
所
以
外
に

も
多
い
。
今
の

時
代
、
難
局
を
打
開
し
続
け
た
日
本
武
尊
に

あ
や
か
り
た
い
と
思
え
る
旅
だ
っ
た
。 

伝
説
の
地
「
焼
津
神
社
」 

東
海
の
日
光

「
静
岡
浅
間
神
社
」 

神
剣
が
祀
ら
れ
て
い
た

「
草
薙
神
社
」 

●焼津神社（やいづじんじゃ） 
焼津市焼津2丁目7－2 
社務所  8:30～17:00

DATA

●静岡浅間神社
     （しずおかせんげんじんじゃ） 

静岡市葵区宮ケ崎町102-1 
社務所  9:00～17:00

DATA

●草薙神社
     （くさなぎじんじゃ）

静岡市清水区草薙349 
社務所　9:00～17:00 

DATA

▲日本武尊の石像
　（草薙神社）

▲日本武尊の石像
　（焼津神社）▲麓山神社 

Shizuoka

焼津神社

久能山東照宮 

河内屋のどら焼き

静岡浅間神社
草薙神社

三保松原 

Ya izu
特
集

神
話
伝
承
シ
リ
ー
ズ
4

今回の旅で 購入したお土産

第12代景行天皇の第二皇子として生まれた日本武尊は、勇猛果敢で利発な人物
であったことから、景行天皇にその力を恐れられ、遠ざけるために各地を平定する旅
に出される。ある時、蝦夷（えぞ）の反乱を平定するため吾妻（あずま）の国に向かう
のだが、途上で敵に原野へ火を点けられ窮地に陥る。日本武尊は「遠かたや、しけき
かもと、をやい鎌の」と唱え、鎌で打ち払うように剣を振り草を薙ぎ払い、火の向きを
敵の方へ変えて窮地を脱する。この伝説からその地は「ヤキツ」と呼ばれるようにな
り、現在の「焼津（やいづ）」という地名の由来となっている。その時に使ったとされる
天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）は、草薙剣と名称が変更され、今でも三種の神
器の一つとして熱田神宮（名古屋市）に奉祀されている。 

難
局
打
開
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
知
る
　

静岡・焼津   おすすめスポ ット

徳川家康公を御祭神とし、
全国東照宮の創祀・根本大
社として崇敬を受けている。
久能海岸から1159段の石
段を登るか、日本平からロー
プウエーで下るかのどちら
かで訪れることができる。 

久
能
山
東
照
宮 

河
内
屋
の
ど
ら
焼
き

静岡浅間通り商店街の和菓
子処で販売している焼きた
てのどら焼き。ふんわりした
食感と餡の旨味が口の中に
広がる。一日数量限定で、決
まった焼き上がり時間にし
か買えない名物。 

三
保
松
原 

三保半島にある景勝地で、昔
から富士山をモチーフとした
作品に多く描かれている。取材
当日は黄砂の影響により、富士
山を見ることができなかった。
羽衣伝説の地としても有名。 

静岡県のほぼ中央に位置し、葵区、駿
河区、清水区の3区で構成される静岡
市。2005年には全国14番目の政令
指定都市に制定されているが、政令
指定都市の中では人口が最も少な
い。世界文化遺産の三保松原や、徳川
家康が晩年過ごした駿府城など、多
くの観光資源を有している。静岡市に
隣接する焼津市は豊かな水産物に恵
まれ、水産業を中心に発展している。 

焼 津と 草 薙剣とは
やいづ くさなぎのつるぎ

ななや　
PREMIUM MATCHA ７ 
抹茶の濃さが異なる7種類と
濃いほうじ茶の合計8種類の
チョコレートが楽しめる。 

富士山サイダー 
富士山の澄んだ空
気をイメージしたご
当地サイダー。甘味
を抑えたスッキリし
た味わい。


